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　観光まちづくりに必要な
基礎知識から応用編まで、
地域づくりのコツや、旅行
商品づくりに必要な知識を
習得する講義や演習が組ま
れています。まちづくりの
ための会議や議論を活性化

するための技術「ファシリテーション」
や、「地域コーディネート」の手法が学
べます。この2つは最新の理論に基づく他
のセミナーにはない独自プログラムです。
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　経営学分野でこれからの
人材育成手法として注目さ
れている「ケースメソッ
ド」をプログラムの中心に
据えています。講師陣が独
自に取材した臨場感あふれ

る道内観光地のケース(実際の事例)を通
して、自律的な観光地域づくりを学びま
す。ケースを事前に熟読し、チームメン
バーと議論し解決策を提案するまでのプ
ロセスを重視した、本セミナーのコアプ
ログラムです。
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　地域にある「宝」を大切
にし、地域資源を評価しよ
うという「地元学」が各地

で行われています。本セミナーでは、受
講生と地域の人が共に探し評価する手法
として「きたかん地元学」があります。
グループワークによる地域資源の発見、
評価、データベース化、観光プログラム
にまとめあげる能力などを、合宿によっ
て学びます。プレゼン（発表）を経て評
価を得るまでの一連のプロセスを、地域
づくり活動の基本として体験・修得する
ことができます。
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　観光地域づくりの中で、
地域外から来る人たちを惹
きつけるツールの代表は旅

行商品です。近年地域で作る観光プログ
ラムが「着地型観光」や「着地型旅行商
品」として人気を博しています。本セミ
ナーでは、「着地型観光の商品化」まで
のブランディングとマーケティングを、
一連のプロセスとして実習型で学びま
す。前述のケースメソッドでも、このプ
ロセスを習熟するための工夫がされてい
ます。
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ケースメソッド きたかん地元学
（地域資源発見実習）
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ブランディング
マーケティング

観光知識
ファシリテーション
地域コーディネート

北の観光リーダー
養成セミナーとは

　未だかつてない、地域づくりのための人材育成システムが、北海道で運営されている。それが『北の観光リーダー養成セミナー』だ。
洗練された教育方法と優れたプログラムを持つこのセミナーは、北海道庁が地域再生の命運をかけて進める次世代の観光リーダー
を養成するための事業だ。
　「リーダー不在で地域づくりやまちづくりが進まない」、「リーダーはいるが、熱意ばかりで空回りしている」多くのまちが抱えるそん
な悩みもセミナーに参加することで解決するはずだ。北海道の観光地域づくりを支えるセミナーに参加して、素晴らしい仲間と時代
を共有し、前に進もう。
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セミナー事務局：北海道経済部観光局
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd

北海道観光振興機構
http://www.visit-hokkaido.jp

きたかん.net
http://heartland.geocities.jp/kitakan_hokkaido
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きたかん.netとは？
北の観光リーダー養成セミナー修了生が、
自らの地域そして北海道の観光まちづくりに
資するべく、自主的に勉強会を開催したり、
メンバーがいる地域の活動を応援しながら、
人と人、地域と地域を繋ごうとする有機的なネットワークです。
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　夕張市の財政破綻後、夕
張の何でも屋？地域に根ざした会社を目
指して作った会社が「ネクスト夕張」。
しかし行き詰まる事も多く、悩み苦し
み、道を迷っていたときに出会ったのが
このセミナーでした。悩んでいるのは自
分たちだけではない！他地域の観光に携
わっている人たちも同様に同じ悩みを
持っています。昨年は「夕張セッショ
ン」を開催し、夕張が抱える課題や解決
策を議論し提案実行していただきまし
た。このセミナーは「学ぶ」だけではな
く、互いの情報を共有し、ネットワーク
づくり・連携ができます。ぜひ私たちと
ともに活動しましょう。
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◎鈴木 利典
洞爺財田自然体験ハウス

　火山と温泉のイメージが
強い洞爺湖ですが、他にも
多くの地域資源・観光資源
があります。
　きたかん.netでは、メン
バーと地元の方との交流会
や道庁主催の地域セミナー
への協力など、洞爺湖地域

の多彩な魅力を引き出すための「きっか
け作り」を行っています。
　今後も、北の観光リーダー養成セミ
ナーにおける地元学実習などを通して、
観光地としての洞爺湖の新たな価値の発
掘や地域づくりに関わっていきます。
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NPOファシリテーション　きたのわ

 セミナーの修了は、北海
道の観光を担う人材とな
る、ほんの一歩。私たちは
この一歩を足がかりに実践
を積み重ね、アンテナを高
く広げ、知識や情報、知恵
を自分のものにしていこう
としています。

　月に１回程度開催するきたかん大学
は、修了生の関心に合わせて修了生自身
が企画する Serious Fun な学習会。生ま
れたつながりをさらに深めるべく、業種
や年齢の壁をとりはらい、学びを貪欲に
楽しむ場です。
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　「きたかん」で得た人的
ネットワークは、日常の業
務で活かすことができま
す。例えば2年前に担当し
たウォーキングのイベント

は、本セミナーで共に学んだ仲間の地元
で開催しました。ゴール地点での物産品
販売は「顔が見えるつながり」があった
ことで実現でき、多くの参加者に喜んで
いただけたと思います。
　「自分のアイディアを仲間と共に実現
できる場」である「きたかん」のつなが
りにより、自らの活動フィールドを広げ
ることができます。
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【道外メンバー】


	きたかんリーフ＿Tおもて＿下版2.pdf
	きたかんリーフ＿Tなか下版.pdf

